
ジャルパック

全
取
引
先
対
象
に

ア
ワ
ー
ド
を
新
設

ブ
ラ
ン
ド
誕
生

周
年
記
念
し

「日韓観光フォーラムinソウル」に協力

佐
賀
県
支
部



６月分

総取扱額

．
％
減
の

億
円
に

国
内
旅
行
は
前
年
と
同
水
準

近ツー個人 入
籍
し
た
ら
ハ
ネ
ム
ー
ン

ハ
ル
カ
ス
で
イ
ベ
ン
ト

Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら

年
ぶ
り
に
就
任

田川博己ＪＡＴＡ会長に聞く

海
外
、国
内
、訪
日
の
旅
行
を
　

三
位
一
体
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展

富
山
の
鉄
道
と

自
然
を
体
感

日
旅
が
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

担
当
役
員
に
大
谷
氏

Ｊ
Ｔ
Ｂ

　

関
東
６
県
の
魅
力

　

発
信
す
る
サ
イ
ト

Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
の
関
誘
協

村山輝昭さん

　

支
部
の
現
状
は
。

　
会
員
数
が

社
と
全
国
で

最
少
で
も
あ
り
、
会
員
同
士

が
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
す
。
一
方
で
会
費
収

入
が
少
な
く
、
協
会
運
営
に

は
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
機
会

が
あ
る
ご
と
に
会
員
を
通
じ

て
県
内
の
登
録
業
者
に
入
会

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
唯
一
の
意
見
交
換
と
懇
親

の
場
で
あ
る
年
１
回
の
会
員

研
修
旅
行
は
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
力
を
入
れ
て

い
く
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
来
年
２
月
に
行
わ
れ
る
株

式
会
社
全
旅
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
共

催
の
「
日
韓
観
光
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉ
ｎ
ソ
ウ
ル
」
に
協
力
し

て
い
き
ま
す
。
地
元
唐
津
で

は
超
党
派
に
よ
る
観
光
議
員

連
盟
が
発
足
し
、
加
え
て
唐

津
市
は
韓
国
・
麗
水
市
と
姉

妹
都
市
で
す
。
唐
津
市
、
議

員
連
盟
、
観
光
協
会
に
働
き

か
け
、
会
員
の
協
力
も
得
な

が
ら「
オ
ル
レ
唐
津
コ
ー
ス
」

を
Ｐ
Ｒ
し
、
訪
日
観
光
客
を

呼
び
込
み
た
い
で
す
ね
。

　

自
社
、
エ
ム
企
画
九

州
旅
行
（
唐
津
市
）
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
以
前
は
地
域
の
団
体
の
受

注
企
画
旅
行
が
主
で
し
た

が
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
地
域

の
主
婦
を
対
象
と
し
た
日
帰

り
の
募
集
ツ
ア
ー
を
主
催
し

て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
と
新
聞

折
り
込
み
広
告
に
よ
っ
て
少

し
ず
つ
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

え
、
宿
泊
を
伴
う
ツ
ア
ー
も

お
客
さ
ま
の
要
望
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
強
み
は
添
乗
兼
ガ
イ
ド
が

付
く
こ
と
。
お
客
さ
ま
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー

タ
ー
は
現
在
１
１
０
０
人
ほ

ど
で
す
が
、
２
千
人
を
目
標

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額 ４月からの累計
，， ，， ，， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ，， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ，， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ， ，  ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，  ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，， ，，，， ，，
． ． ． ． ． ．

（単位：千円、％）
６月の販売概況

ジェイティービー

日本旅行

ＫＮＴ－ＣＴホール
ディングス

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日通旅行

阪急交通社

合　　　　計

ジェイティービーはグループ全体の実績
ＫＮＴ－ＣＴホールディングスの前年数値はグループ全体（ＫＮＴ／ＫＮＴ個人旅行／ＫＮＴ個人旅行販売／クラブツーリズム／ユナイテッドツ
アーズ／各地域会社）の合算実績
農協観光の前年度数値は発券日ベース、今年度数値は出発日ベースのため前年比が異常値となっている

（３） 第２７６２号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）８月９日（土曜日）

イベントの様子

増
澤
氏

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
、

富
山
県
の
鉄
道
と
自
然
の
魅

力
を
体
感
す
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
発
売
し
た
。
日
本
旅

行
「
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
同
県
の
共
同
開
発
商
品
。

　
富
山
地
方
鉄
道
、
黒
部
峡

谷
鉄
道
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
、
万
葉
線
な
ど
、
富
山
県

内
を
走
る
さ
ま
ざ
ま
な
鉄
道

に
乗
車
。
通
常
で
は
入
場
で

き
な
い
黒
部
峡
谷
鉄
道
の
車

庫
も
見
学
で
き
る
。

　
ま
た
魚
津
埋
没
林
博
物
館

で
埋
没
林
と
蜃
気
楼
、
黒
部

峡
谷
鉄
道
欅
平
（
け
や
き
だ

い
ら
）付
近
で
険
し
い
峡
谷
、

黒
部
川
電
気
記
念
館
と
宇
奈

月
発
電
所
、
宇
奈
月
ダ
ム
で

川
の
自
然
を
体
感
す
る
。

　
８
月

日
東
京
発
限
定
の

２
泊
３
日
。
宿
泊
は
１
日
目

が
部
屋
か
ら
黒
部
峡
谷
鉄
道

の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
を
見
ら
れ

る
宇
奈
月
温
泉
の
ホ
テ
ル
黒

部
。
２
日
目
が
富
山
駅
に
隣

接
す
る
富
山
地
鉄
ホ
テ
ル
。

　
旅
行
代
金
大
人
５
万
７
８

０
０
円
。
募
集

人
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個

人
旅
行
販
売
は
７
月

日
、

大
阪
市
阿
倍
野
区
の
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
２
階
で

「
入
籍
し
た
ら
ハ
ネ
ム
ー

ン
」イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

展
開
中
の
「
入
籍
し
た
ら
ハ

ネ
ム
ー
ン
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
連
動
し
た

イ
ベ
ン
ト
。
結
婚
式
を
挙
げ

た
カ
ッ
プ
ル
だ
け
で
な
く
、

入
籍
の
み
の
カ
ッ
プ
ル
に
も

ハ
ネ
ム
ー
ン
を
見
直
し
て
も

ら
う
こ
と
が
目
的
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
特
設

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

「
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
絶
対
し
た

い
こ
と
」
を
公
募
。
特
賞
と

し
て
「
グ
ア
ム
旅
行
４
日
間

の
旅
」
を
ペ
ア
１
組
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
、
現
地
で
「
ハ
ネ

ム
ー
ン
で
し
か
で
き
な
い


の
こ
と
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

体
験
し
て
も
ら
い
、帰
国
後
、

そ
の
旅
行
記
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
す
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
マ
リ
ッ

ジ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
安

東
徳
子
さ
ん
（
エ
ス
プ
レ
シ

ー
ボ
コ
ム
代
表
・
中
村
学
園

ア
イ
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
美
容

専
門
学
校
学
校
長
）が
登
場
。

安
東
さ
ん
の
著
書
「
誰
も
書

か
な
か
っ
た
　
ハ
ネ
ム
ー
ン

で
し
か
で
き
な
い

の
こ
と

―
旅
行
は
愛
の
積
立
貯
金
」

（
取
材
協
力
・
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
個
人
旅
行
）
を
紹

介
し
た
ほ
か
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
こ
の
書
籍
と
の
連
動

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
る
こ
と
も
説
明
し
た
。
安

東
さ
ん
は
「
旅
を
す
る
夫
婦

は
、旅
を
す
る
家
族
に
な
る
。

そ
し
て
次
の
旅
を
す
る
夫
婦

を
育
て
る
」
と
話
し
た
。

　
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

階
に

あ
る
同
社
の
「
ハ
ル
カ
ス
海

外
旅
行
サ
ロ
ン
」
も
Ｐ
Ｒ
。

「
カ
リ
ス
マ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し

て
本
間
優
子
・
同
サ
ロ
ン
副

所
長
が
登
場
し
、
一
番
人
気

の
ハ
ワ
イ
や
根
強
い
人
気
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
美
し
い

風
景
写
真
を
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
な
が
ら
、
人
気
の
ハ
ネ

ム
ー
ン
先
も
紹
介
し
た
。

　
そ
の
後
、
ハ
ル
カ
ス
海
外

旅
行
サ
ロ
ン
に
場
所
を
移

し
、
２
部
に
分
け
て
、
結
婚

を
控
え
た
カ
ッ
プ
ル
の
親
の

年
代
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
「
娘
の
結
婚
　
息
子
の
結

婚
～
疑
問
解
決
　
親
心
セ
ミ

ナ
ー
」
も
開
催
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内

旅
行
企
画
の
社
長
を
務
め
る

大
谷
恭
久
常
務
に
１
日
付
で

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
担

当
を
委
嘱
し
た
。
担
当
役
員

を
置
き
、
今
後
の
成
長
が
確

実
視
さ
れ
て
い
る
訪
日
外
国

人
旅
行
市
場
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
会
社
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
か
か
わ
る

部
署
間
の
連
携
を
深
め
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
を
図
る
た

め
の
新
組
織
も
７
月
か
ら
設

置
。
議
長
を

橋
広
行
社
長

が
務
め
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
が
設
立
し
た

関
東
交
流
文
化
誘
致
協
議
会

（
関
誘
協
）は
１
日
、埼
玉
、

栃
木
、群
馬
、茨
城
、新
潟
、

山
梨
の
関
東
６
県
の
魅
力
を

発
信
す
る
情
報
サ
イ
ト
「
か

ん
た
～
び
れ
」を
開
設
し
た
。

　
関
誘
協
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東

圏
内
の
流
入
人
口
の
増
加
や

周
遊
客
の
拡
大
を
目
的
に
、

情
報
発
信
や
新
し
い
旅
の
形

を
提
案
し
、
地
域
の
活
性
化

を
促
す
観
光
局
的
な
位
置
づ

け
を
目
指
す
任
意
団
体
。
７

月
１
日
に
設
立
さ
れ
た
。
正

会
員
は
１
２
７
件
、
自
治
体

・
観
光
協
会
・
鉄
道
会
社
な

ど
の
賛
助
会
員
が

件
。

　
サ
イ
ト
で
は
、
会
員
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
、
土
産
店
、
飲

食
店
、
航
空
・
バ
ス
会
社
な

ど
の
情
報
や
、
ユ
ニ
ー
ク
べ

ニ
ュ
ー
、
ナ
イ
ト
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し

て
い
る
。

　
外
出
先
で
の
閲
覧
に
便
利

な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ

リ
で
も
提
供
す
る
予
定
。

　
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
は
こ
の
ほ

ど
、
ブ
ラ
ン
ド
誕
生

周
年

を
記
念
し
て
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
パ
ッ

ク
ア
ワ
ー
ド
」
を
展
開
す
る

と
発
表
し
た
。
全
国
約
６
５

０
０
以
上
の
取
引
先
の
中
か

ら
、
ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
高

い
評
価
を
得
ら
れ
た
取
引
先

や
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
の
企
画
に

最
も
協
力
し
た
取
引
先
、
ウ

ェ
ブ
販
売
の
活
用
が
顕
著
だ

っ
た
取
引
先
の
３
部
門
を
エ

リ
ア
ご
と
に
表
彰
す
る
。

　
審
査
対
象
は
ジ
ャ
ル
パ
ッ

ク
と
契
約
が
あ
る
全
て
取
引

先
。
他
社
ア
ワ
ー
ド
と
の
違

い
に
つ
い
て
国
内
仕
入
部
長

の
増
澤
紀
之
氏
は
「
宿
泊
施

設
だ
け
で
は
な
く
ツ
ア
ー
を

構
成
し
て
い
る
全
て
の
組
織

や
人
々
を
対
象
に
し
て
い
る

の
が
最
大
の
特
徴
。
評
価
が

高
け
れ
ば
地
元
ガ
イ
ド
や
タ

ク
シ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

個
人
が
受
賞
す
る
可
能
性
も

あ
る
」
と
強
調
す
る
。

　
表
彰
部
門
は
三
つ
。
「
Ｃ

Ｓ
部
門
」
は
ツ
ア
ー
参
加
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
元
に

総
合
的
に
評
価
の
高
か
っ
た

取
引
先
を
表
彰
。
「
企
画
部

門
」
は
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
の
旅

の
創
造
に
最
も
協
力
し
、
高

付
加
価
値
の
旅
を
具
現
化
し

た
取
引
先
を
対
象
に
す
る
。

「
Ｗ
ｅ
ｂ
販
売
部
門
」
は
同

社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

「
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
ｅ
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し

顕
著
な
実
績
が
見
ら
れ
た
施

設
を
選
出
す
る
。

　
エ
リ
ア
は
「
北
海
道
」

「
関
東
、
東
北
、
北
陸
、
中

部
」「
関
西
、山
陰
、山
陽
」

「
四
国
」「
九
州
」「
沖
縄
」

の
六
つ
。
エ
リ
ア
単
位
で
各

賞
を
表
彰
す
る
。

　
審
査
期
間
は
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
。
４

～
５
月
頃
に
各
エ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
パ
ッ
ク
会

の
総
会
で
表
彰
式
を
行
い
、

盾
を
贈
呈
す
る
。
第
１
回
の

表
彰
式
の
日
程
は
来
年
１
月

に
発
表
す
る
。

　
各
賞
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
発
表
す
る
ほ
か
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
ア
ワ
ー
ド

受
賞
の
ア
イ
コ
ン
の
掲
出
を

行
う
。
ま
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
を
企
画
し
販
売
の
優
遇

を
行
う
予
定
。

　
増
澤
氏
は
「
ジ
ャ
ル
パ
ッ

ク
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
商
品
の

比
重
が
大
き
い
。
多
く
の
皆

さ
ま
と
取
引
で
き
て
い
る
こ

と
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
商
品
の

強
み
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ

Ｌ
パ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド
を
設
立

す
る
こ
と
で
、
取
引
先
の
皆

さ
ま
の
日
頃
の
協
力
に
感
謝

し
、関
係
強
化
に
努
め
た
い
」

と
語
る
。
　
【
遠
藤
真
澄
】

　
鉄
道
旅
客
協
会
が
７
月


日
に
発
表
し
た
、
主
要
旅
行

業

社
の
６
月

の
旅
行
販
売
取

扱
額
は
前
年
同

月
比
０
・
５
％

減
の
２
６
７
８

億
５
５
３
２
万

円
。
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前

年
同
月
と
同
水
準
の
１
５
９

６
億
４
４
８
５
万
円
、
海
外

旅
行
が
２
・
８
％
減
の
９
９

７
億
２
１
９
３
万
円
、
外
国

人
旅
行
が

・
５
％
増
の


億
５
７
４
６
万
円
だ
っ
た
。

総
取
扱
額
が
前
年
同
月
を
上

回
っ
た
事
業
者
は
、
日
本
旅

行
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、
名
鉄
観
光
サ

ー
ビ
ス
、
西
鉄
旅
行
、
日
通

旅
行
の
５
社
。

　
国
内
旅
行
で
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
の
は
、日
本
旅
行
、

西
鉄
観
光
、
日
通
旅
行
の
３

社
だ
っ
た
。

　
４
月
か
ら
の
累
計
は
、
前

年
同
期
比
１
・
８
％
減
の
７

７
０
０
億
６
０
７
万
円
だ
っ

た
。
前
年
同
期
を
上
回
っ
た

事
業
者
は
日
本
旅
行
、
Ｋ
Ｎ

Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
、

読
売
旅
行
、
西
鉄
旅
行
、
日

通
旅
行
の
６
社
と
な
っ
た
。

　
分
野
別
で
は
国
内
旅
行
が

０
・
４
％
増
の
４
７
５
５
億

９
２
９
４
万
円
、
海
外
旅
行

が
７
・
７
％
減
の
２
６
３
０

億
７
７
８
３
万
円
、
外
国
人

旅
行
が

・
９

％
増
の
２
６
９

億
６
１
５
２
万

円
だ
っ
た
。
国

内
旅
行
で
前
年

同
期
を
上
回
っ

た
事
業
者
は
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー

ビ
ー
、
日
本
旅
行
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ

―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
読
売
旅
行
の
４
社
だ
っ

た
。

　

新
会
長
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
（
日
本
旅
行
業
協
会
）
の
役

割
を
ど
う
考
え
る
。

　
「
観
光
に
つ
い
て
こ
れ
だ
け

国
や
観
光
関
係
者
が
盛
り
上
が

っ
て
い
る
時
期
は
初
め
て
。
そ

の
中
で
、
海
外
、
国
内
、
訪
日

の
旅
行
事
業
を
三
位
一
体
で
い

か
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
前
へ
進
め

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
」

　
「
社
会
貢
献
も
大
き
な
役
割

で
、
一
つ
は
、
東
北
に
つ
い
て

は
『
忘
れ
な
い
』、復
興
に
継
続

的
に
取
り
組
む
。
東
北
以
外
の

観
光
地
で
も
自
然
災
害
な
ど
で

傷
ん
で
い
る
所
は
た
く
さ
ん
あ

る
か
ら
、
そ
れ
を
ど
う
支
援
す

る
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
」

　
「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
中
小
の
旅
行

会
社
の
会
員
が
多
い
。
経
営
が

難
し
い
会
社
も
あ
る
。
経
営
課

題
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
き
た
い
」

　

３
人
体
制
に
し
た
副
会

長
に
そ
れ
ぞ
れ
担
当
さ
せ
る
な

ど
、
三
位
一
体
の
取
り
組
み
を

強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
「
国
内
旅
行
を
や
る
人
も
海

外
旅
行
を
や
る
人
も
、
常
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
な
い
と

い
け
な
い
。
国
内
旅
行
の
バ
ス

と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
バ
ス
に
違

い
は
な
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

と
ら
れ
て
修
学
旅
行
の
バ
ス
が

な
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
た
く
さ
ん
起
き
る
。
航
空
座

席
が
、
帰
国
す
る
訪
日
旅
行
客

で
埋
ま
り
、
日
本
人
が
海
外
旅

行
に
行
く
便
も
な
く
な
る
。
今

後
、
訪
日
旅
行
者
が
２
千
万
人

に
な
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
い

う
こ
と
。
４
０
０
万
人
ぐ
ら
い

の
と
き
は
、
そ
う
い
う
相
関
関

係
を
考
え
な
く
て
よ
か
っ
た
」

　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
作
る
た
め

に
努
力
す
る
の
が
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の

仕
事
だ
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き

れ
ば
、
大
手
、
中
小
を
問
わ
ず

旅
行
会
社
の
生
き
残
る
道
が
必

ず
あ
る
。
た
だ
広
げ
る
だ
け
で

な
く
、
価
値
の
高
い
需
要
を
作

り
出
す
。規
制
緩
和
や
法
制
度
、

人
材
確
保
な
ど
を
三
位
一
体
で

考
え
る
こ
と
が
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

業
界
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
条

件
だ
」

　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
の
会
長
は


年
ぶ
り
と
な
る
。

　
「
三
位
一
体
の
こ
と
を
熟
知

し
て
い
る
の
は
旅
行
業
界
だ
け

で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
で
き

る
よ
う
に
全
体
を
ま
と
め
る
こ

と
が
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
は
求
め
ら
れ

る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
役
員
と
し
て


年
間
や
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
業
界
の
立
場
で
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
発
揮
し
て
い
き
た
い
」

　

会
長
は
今
年
に
な
っ
て

「
観
光
立
国
か
ら
観
光
大
国

へ
」と
い
う
発
言
を
し
て
い
る
。

　
「
立
国
と
い
う
と
ど
う
し
て

も
道
筋
を
考
え
て
し
ま
う
。
大

国
と
い
う
の
は
目
標
だ
か
ら
、

観
光
大
国
に
な
る
た
め
に
ど
う

い
う
立
国
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作

る
か
と
い
う
こ
と
だ
」

　
「
わ
れ
わ
れ
は
２
０
２
０
年

に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
大
き
な
目

標
を
与
え
ら
れ
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
『
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
や
ろ
う
』と
言
っ
て
い
る
。


年
の
８
月
に
Ｘ
デ
イ
が
あ

る
。
そ
れ
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
で
の
閉
会
式
。
次
の
開

催
地
と
し
て
『
ト
ー
キ
ョ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
』
と
コ
ー
ル
さ
れ
る

と
、
会
場
の
イ
メ
ー
ジ
が
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
か
ら
全
部
、
日

本
に
代
わ
る
。
閉
会
式
の
様
子

は
世
界
中
の
人
が
見
て
い
る
。

そ
の
時
の
会
場
の
イ
メ
ー
ジ
を

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
表
現
で
き

る
か
ど
う
か
が
大
事
。
そ
こ
か

ら
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
が
ス
タ
ー

ト
す
る
か
ら
だ
」

　

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
海
外
旅
行

の
旅
行
会
社
の
組
織
と
見
ら
れ

て
い
る
が
、
一
方
、
国
内
旅
行

の
主
要
な
会
社
が
属
す
の
も
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
だ
。

　
「
実
際
、
会
員
は
国
内
旅
行

も
海
外
旅
行
も
扱
っ
て
い
る
と

い
う
会
社
が
圧
倒
的
に
多
い
。

今
ま
で
の
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
本
部
主

導
だ
っ
た
が
、
一
般
社
団
法
人

に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
本
部

と
支
部
、
地
区
が
連
携
を
と
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
。
支
部

の
会
員
に
は
、
国
内
旅
行
が
中

心
の
と
こ
ろ
も
多
い
」

　
「
国
内
の
旅
行
は
今
ま
で
、

景
気
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
安
定

的
に
推
移
し
て
き
た
。だ
か
ら
、

国
内
旅
行
委
員
会
が
解
決
を
求

め
ら
れ
る
問
題
は
少
な
か
っ

た
。
だ
が
、

年
に
東
日
本
大

震
災
が
起
き
、
国
土
が
傷
む
の

を
初
め
て
目
の
前
に
し
て
、
そ

れ
が
変
わ
っ
た
。
単
に
観
光
地

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
て
国
内

の
旅
行
を
活
性
化
す
る
だ
け
で

な
く
、
一
昨
年
の
『
東
北
復
興

支
援
１
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
の
よ
う
な
再
生
事
業
も
旅

行
会
社
の
仕
事
だ
と
認
知
さ
れ

た
瞬
間
に
、
国
内
旅
行
委
員
会

の
位
置
付
け
が
ぐ
っ
と
上
が
っ

た
。
国
内
旅
行
に
つ
い
て
話
す

機
会
が
そ
の
前
と
後
で
た
ぶ
ん


倍
ぐ
ら
い
違
う
」

　

９
月
に
は
日
本
観
光
振

興
協
会
と
の
共
催
で
「
ツ
ー
リ

ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
が

初
め
て
開
催
さ
れ
る
。

　
「
国
内
旅
行
の
活
性
化
は
今

年
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。
こ
れ
が
う

ま
く
い
か
な
い
と
日
本
が
観
光

大
国
に
な
る
こ
と
は
お
ぼ
つ
か

な
い
。
こ
こ
で
日
本
を
も
っ
と

立
体
的
に
紹
介
し
た
い
。
立
体

的
と
い
う
の
は
、
日
本
は
観
光

素
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
深
掘

り
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
ね

ぶ
た
と
言
っ
て
も
、
青
森
の
ね

ぶ
た
、
弘
前
の
ね
ぷ
た
、
五
所

川
原
の
ね
ぶ
た
、み
ん
な
違
う
。

文
化
の
裏
づ
け
が
あ
る
。
外
国

か
ら
来
る
人
、
特
に
欧
米
か
ら

来
る
人
は
そ
う
い
う
こ
と
を
知

り
た
が
っ
て
い
る
。
そ
の
語
り

部
が
本
当
は
た
く
さ
ん
い
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
、
み
ん
な
地

方
に
い
て
、東
京
に
は
い
な
い
。

会
期
中
の
４
日
間
で
、人
、物
、

土
地
、
地
域
と
い
っ
た
日
本
の

文
化
を
深
掘
り
し
て
見
せ
て
い

き
た
い
」

　
【
板
津
昌
義
】


